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６
月
１
日
は

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
で
人
権
思

想
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
族
間
の
問
題
、
老
人
・
子

ど
も
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
問
題
な

ど
お
困
り
の
事
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員

　
　

髙
橋
武
夫
さ
ん(
高
玉)

　
　

芳
賀
健
治
郎
さ
ん(
鮎
貝)

　
　

蒲
生
成
子
さ
ん(
荒
砥) 

　
　

丸
川
敬
浩
さ
ん(

十
王)

　
　

小
関
陽
一
さ
ん(

萩
野)

　
　

新
野
美
佐
子
さ
ん(

畔
藤)

▼
相
談
日　

毎
週
月
・
金
曜
日

　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢
支
局

　

☎
０
２
３
８

－

22

－

２
１
４
８

電
話
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
人
権
特
設
相
談
日

６
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら

昼
12
時　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
担
当　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
86

－

０
１
１
１

婚
活
サ
ポ
ー
ト
委
員
で
す

　

婚
活
す
る
皆
さ
ん
を
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
度
ま

で
の
結
婚
相
談
員
会
を
「
婚
活
サ

ポ
ー
ト
委
員
会
」
に
名
称
を
改
め
、

会
に
よ
る
結
婚
相
談
を
「
婚
活
応

援
室
」
と
し
て
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。
日
程
は
、
広
報
し
ら
た
か

お
し
ら
せ
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
関　

房
子
（
山
口
）

　

☎
85

－

４
６
９
４

▼
佐
藤
栄
子
（
荒
砥
）

　

☎
85

－

２
０
６
３

▼
樋
口
和
子
（
荒
砥
）

　

☎
85

－

３
１
４
８

▼
鈴
木
み
ど
り
（
下
山
）

　

☎
85

－

３
２
４
０

▼
安
部
マ
チ
子
（
十
王
）

　

☎
85

－

３
８
８
５ 

▼
今
野
慶
作
（
針
生
） 

　

☎
85

－

０
９
２
０ 

▼
鈴
木
悦
子
（
浅
立
）

　

☎
85

－

３
２
３
９

▼
髙
橋
良
一
（
畔
藤
）

　

☎
85

－

５
０
３
６

▼
迎
田
順
子
（
畔
藤
）

　

☎
85

－

３
５
３
９

　　

白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
組
合
が

施
行
主
体
と
な
り
事
業
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

事
業
の
成
果
と
し
ま
し
て
は
、

新
た
な
住
宅
地
区
、
業
務
地
区
や

街
区
道
路
、
街
区
公
園
の
整
備
に

よ
り
良
好
な
住
居
環
境
で
あ
る
新

し
い
ま
ち
「
四
季
の
郷
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
砥
地
区
と
鮎
貝
地
区

を
結
ぶ
重
要
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
あ
る
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹

線
、
長
井
大
江
線
の
整
備
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
重
要
課
題
で
あ

り
ま
し
た
荒
砥
橋
架
け
替
え
の

事
業
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、
白
鷹
町
鮎
貝
土
地

区
画
整
理
組
合
（
鈴
木
金
吾
理
事

長
）
は
、
事
業
の
完
了
に
よ
り
、

３
月
19
日
に
県
知
事
か
ら
解
散
が

認
可
さ
れ
、
3
月
31
日
の
総
会
を

も
っ
て
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

町
へ
の
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合
の
解

散
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
土
地
】　

残
保
留
地
17
区
画

　
　
　
　
　

７
０
３
７
・
5
２
㎡

【
現
金
】

１
６
０
０
万
円
（
残
保
留
地
を
処

分
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一

部
等
と
し
て
）

　

３
月
31
日
付
け
で
、
置
賜
農
業

共
済
組
合
の
推
薦
に
よ
り
、
長
谷

川
新
悦
さ
ん
（
畔
藤
）
が
町
農
業

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　　　

「
不
安
が
希
望
を
越
え
る
今
の

農
業
の
現
状
の
中
、
大
き
く
変
革

す
る
農
の
営
み
を
、
農
業
委
員
と

し
て
少
し
で
も
支
え
、
導
け
る
よ

う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。」

荒砥から「四季の郷」を望む

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合
が
解
散
さ
れ
ま
し
た




